
参加登録方法については次ページをご覧ください

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
本年、当社は「医学会総会2023 東京」に出展致します。
来る4月20日～23日、東京国際フォーラムにて、リアルな場での展示会が開催されます。会場内、「知りたい！がんとゲノ
ム医療」エリアではがんゲノム医療の未来について、「次世代スマートホスピタル202X」エリアではビッグデータの活用について
それぞれ富士通/富士通Japanのデモ・展示を行っております。また、4月22日(土)には「リアルワールドデータを用いた臨床
研究・疫学研究」をテーマに弊社スポンサードシンポジウムの開催も予定しておりますので、ご多忙中とは存じますが、お誘い
合せの上、是非ご来場賜りますよう、謹んでお願い申し上げます。

敬具
2023年4月吉日

富士通Japan株式会社
ヘルスケアソリューションビジネス部

医学会総会2023東京 富士通/富士通Japanブース事務局

開催概要

次世代スマート
ホスピタル
202X
エリア

知りたい！
がんとゲノム医療

エリア

日時：4月20日(木)～23日(日)
会場：東京国際フォーラムおよび丸の内・有楽町エリア

富士通/富士通Japanブース：
東京国際フォーラム ホールE
「知りたい！がんとゲノム医療」エリア内
「次世代スマートホスピタル202X」エリア内

入場無料

弊社展示ブースにてアンケートご回答の方、
抽選で最大100名様に

QuoカードPay1000円分プレゼント！

2023年4月20日(木) ～23日(日)
＠東京国際フォーラム

医学会総会 2023 東京

富士通/富士通Japanブースのご案内

東京国際フォーラム
ホールE



【富士通Japanブースお問合せ先】

富士通Japan株式会社

医学会総会2023東京 富士通/富士通Japanブース事務局

fjj-hc-igakkaisoukai2023@cs.jp.fujitsu.com

※スマートデバイス等でアンケート回答・メールソフトのフィルタリング設定をされている場合は、当社ドメイン

（@jp.fujitsu.com）からのメール受信設定を許可してください。（特にgmail等のフリーメールをご利用の場合）

※弊社ブースにてアンケートをご回答いただいた方を対象とするギフトカードご当選の方につきましては、申込時にご入
力いただきましたメールアドレスへギフト券URLを後日メールにてご連絡いたします。対象者へのご連絡は、メール送信をもってか
えさせていただきます。

ヘルスケア分野に新たな価値を生み出すデータ利活用基盤

Healthy Living Platform (初披露)

展示内容
シンポジウム情報

【参加登録】
■富士通/富士通Japan 展示ブース (事前登録不要、無料)

https://isoukai-expo.jp/

■スポンサードシンポジウム (事前登録制、有料) 

https://isoukai2023.jp/registration/index.html

知りたい！がんとゲノム医療エリア

ー

スポンサードシンポジウム

次世代スマートホスピタル202Xエリア

ー

日 時 ： 4月22日（土）13:30-15:30
会 場 ： 東京国際フォーラム ホールB5(1)
共催：富士通Japan／富士通
座長 : 大江 和彦 先生（東京大学大学院医学系研究科 社会医学専攻医療情報学分野）

康永 秀生 先生（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学）

リアルワールドデータを用いた臨床研究・疫学研究

デモ展示
予定

近年、リアルワールドデータの基盤整備が進み、その利活用も進められています。本シンポジウムでは、臨床
医学・社会医学系のアカデミア、PMDA、民間企業に所属する演者にお集まりいただき、それぞれの立場か
らリアルワールドデータのデータベース構築や利活用について情報提供をいただきます。総合討論では、リアル
ワールドデータを用いた臨床研究や疫学研究の将来についてディスカッションします。富士通研究所 データ
＆セキュリティ研究所の山岡裕司も講演予定です。
※スポンサードシンポジウムは別途有料の参加登録が必要です

医学会総会2023

公式HP

ゲノムソリューション

HOPE LifeMark-GiMS ファミリカルテ

HOPE LifeMark-GiMS ゲノム検査業務支援

デモ展示
予定

ゲノム医療の伴う業務をご支援するソリューションを展示します。
遺伝カウンセリング時、患者さんと対話しながら家系図を簡単に作成可能
な「ファミリカルテ」は、現役の遺伝カウンセラーさんと共同開発しました。
家系単位での臨床情報・ゲノム情報の管理に加え、「ゲノム検査業務支
援システム」では、検査結果やレポートなどを一元管理し、ゲノムデータの
利活用を促進します。

医療機関の電子カルテシステムに蓄積された診療データを次世代医療情
報標準規格であるHL7 FHIRにデータ変換し、標準化したうえでセキュア
に蓄積。また、患者個人が持つバイタルデータや歩数、消費カロリーなどの
健康データを本人同意のもと保存し、PHRとして利活用が可能です。
健康社会に向けて、蓄積されたデータを活用し、社会全体が個人のデータ
を最大限利用できるエコシステムを展示します。


